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要旨　場所に根ざした政治への地理学者の関心の高まりにも関わらす､場所に根ざした社会関係が集合的な政

治行動に対して及ぼす影響は.さほど理論化が進んでいない｡フ1)-ライダーの問題-なぜ合理的で利己的な

個人が,自分の影響が僅少であり集合行動の便益が公共的で無償の時に.集合行動に加わるのか-を強調する

ことによって､合理的選択理論は集合行動を正しく問題設定しているo　しかしながら,人間の性質を本質的に

｢経済人｣とみなすモデルに依拠しているため､非戦略的な形態の合理性や集合的アイデンティティの形成､

場所に固有の社会関係が持つ重大な影響を考慮していないという支持できない結論がしばしば導き出される｡

対照的にハーバーマスの『コミュニケーション的行為の理論』は.もっと幅広い合理性の概念を呈示しており､

そこでは､戦略的で手段的な合理性の形態だけでなくコミュニケーション的形態の合】野性をも琵識し､孤立し

た個人ではなく社会的相互作剛こ焦点を当てている｡コミュニケーション的行為によって.人々は､共通理解

に到達し,共同体の紐帯を形成し,集合的アイデンティティを構築する｡戦略的な形態の行為調整に比べたコ

ミュニケーション的形態の行為調整の相対的重要性は､地理的にも歴史的にも異なっており､システム全休の

過程から切り離しては理解できないo (コミュニケーション的合理性に基づいた)コミュニケーション的形態の

行為調矧ま､ (戦略的で手段的な合理性に基づいた)システム形態の行為調整によって｢植民地化｣され､高い

可動性を持つ資本によって不安定化させられると,共同体の紐帯は解休するoその結果場所の重要性は,コミ

ュニティの基盤としては減少し,企業の立地や投資の意思決定においては増大した｡けれどもこうした過程は

抵抗を生み出す｡場所に強く根ざしたコミュニティは､それが脅かされる場合に運動性が高まり､時空間の圧

縮によって生み出される経路を通じて新たな形態の集合的アイデンティティが生まれるc
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近年､経済的再編成に対する地理学者の関心は,隻

合行動に関することがらまで拡大してきた　Hudson

and Sadler(1986)､ Harvey(1987)､ Cox and Mair(1988)､

Leitner(1990)は､経済的再編成と地方の政治行動との

関係を検討している｡彼らの研究は､政治行動を作り

上げる広範な社会経済は再編成過程だけでなく,場所

に規定された利害の重要性も強調している｡階級と領

域の団結性が発達する際に果たす場所に固有な関係の

役割もまた､多くの地理学者から大きな関心が向けら

れてきた(Cox 1989; Cox and Mair 1988; Harvey 1987;

Hudson and Sadler 1986; Walker 1985)0.さらに,日

常的な場所に根ざした社会実践が､集合行動の依拠す

る意識とアイデンティティをどのように形成するかに

着目する人たちもいた(Gaston and Kennedy 1987;

Savage 1987; ¶1ri氏1983; Thri氏and Williams 1987)c

これらの人々はみな,地方の過程とグローバルの過程






